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山梨学習センターは開所から30年たちました 
 

 

 

 

山梨学習センター所長 平山公明 
 

 

 

 

 平成30年で、放送大学山梨学習センターは開所して30年経過しました。これは、歴代の所

長、職員、客員教員、そして、学生の皆様のおかげであり、センターを代表いたしまして深

く感謝いたします。開所30年ということは、山梨学習センターは平成とともに歩んできたと

言えます。30年もたっているので、開所した昭和63年度に入学された方で現在も放送大学の

学生の方はいないのではないかと思いましたが、数名おられました。このことは放送大学の

ひとつの存在意義だと思いました。 

 振り返ってみますと、放送授業は時代とともに変化してきています。放送大学は、テレビ

（アナログ）とラジオ放送による大学教育を伸展すべく昭和58年に開学しました。昭和63年

にはCS放送（通信衛星の利用）による全国放送、平成18年には地上デジタル放送、平成23

年にはBS（放送衛星の利用）デジタル放送、平成27年にはオンライン授業を開始し、そして

本年10月からはBSデジタル放送への一元マルチチャンネル化に移行しました。今後はオンラ

イン授業の比重が大きくなるものと思われます。放送大学はこのように、情報通信技術の進

展を取り入れながら、教育方法、教育内容の向上に取り組んできています。 

 社会状況の変化のひとつに、長寿化、高齢化の進行を上げることができます。人生百年時

代、ともいわれています。山梨県でも平均寿命は男女とも80歳を超え、60歳以上の人口は、

平成27年で29万7千人(35.6%)に達しています。放送大学は国民全体の教養水準の向上と生

涯教育の提供を大きな柱にしていますが、人口動態の変化、情報通信技術の発展など、様々

な変化に対応した取り組みが学習センターにも求められています。だれにでも質の高い教養

教育の機会を提供し、地域の文化・高等教育の発展に寄与し、継続的な生涯教育を、時代の

変化に合わせて推進することが求められています。 

 昭和63年が終わり64年になるとすぐ、平成に移ります。このころどんな時代だったのかと

振り返ってみますと、美空ひばりさんが「川の流れのように」を歌っていました。この歌は

人生そのものを歌っていますが、二番の歌詞には「生きることは旅すること 終わりのない

この道」とあります。放送大学での学習にも通ずるところがあります。小さな流れを集めて

大きな流れをなしていく川の流れのように、山梨学習センターもその存在意義を高めるため

に教職員一同努力する所存です。 

山梨学習センター開設30周年 
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 山梨学習センターは、昭和63年度に甲府地区学習センターとして開所し、今年度30周年を迎え

ました。年の瀬の12月22日（土）に、來生学長のほか来賓の皆様のご臨席のもと、隣接する（山

梨大学）大村智記念学術館大村記念ホールにて、「山梨学習センター開設30周年記念式典」など

の記念行事を挙行しました。 

 記念式典では、学歌斉唱、來生学長の式辞、平山所長の主催者挨拶、山梨大学島田学長から祝

辞を賜りました。 

 引き続き、來生学長による記念講演会を開催し、来賓、卒業生及び在学生約80人の方々が熱心

に聴講されました。 

 その後、山梨大学の大学会館において「記念祝賀会」を開催し、皆様と30周年を祝い盛会のう

ちに終了しました。 

記念講演会 講演する來生新 放送大学長 

演題：「日本人と海 ー日本は真の海洋国家足りうるかー」 

（会場：山梨大学大村智記念学術館大村記念ホール） 

記念祝賀会 学長・所長と記念撮影 

（会場：山梨大学大学会館） 

30周年記念誌   

山梨学習センター1階学生交流スペース

にてご覧ください 

学園祭 12月18日～22日に開催されました 

会場  山梨学習センター多目的室 

主催  学園祭実行委員会 

会場入口では「まなぴー」も登場し、 

参加者を出迎えました 
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学位記授与式・入学者の集い 

平
成
３
０
年
度
第
１
学
期
学
位
記
授
与
式
、
第
２
学
期
入
学
者
の
集
い

が
９
月
３
０
日
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

放送大学卒業の意味 
                            山梨学習センター所長 平山公明 

 

この９月に山梨学習センターでは、22名の方が卒業を迎えました。卒業証書を手にするまでに積み上げて

きたご苦労をたたえ、心からお祝いを申し上げます。皆様方の卒業は通学生の卒業に比べますと、より多くの

困難を乗り越えた結果のたまものだと考えます。 

放送大学の学生にとっての卒業は、普通に言う卒業とは意味の違いがあるように思います。通学生の卒業

は、卒業後社会に出て行く場合も多いでしょう。卒業式の式辞では、「卒業は、終わりではない。始まりで

す。」という挨拶がしばしば述べられます。英語では、卒業式のことをcommencement ともいいますが、

このcommencementには、「始まり」の意味があります。確かに卒業は、新しい世界の始まりと重なりま

す。「旅立ち」という言葉も、「卒業」を思い起こさせます。 

放送大学の学生の皆さんの卒業は、どんな意味を帯びるのでしょうか。何かの終わりでしょうか、何かの始

まりでしょうか。放送大学には、多様な方が様々な動機で入学してきます。ですから、ひとくくりで、こんな

意味があります、というのは難しいです。ですが、私は、「達成」、ないしは「気づき」が、放送大学での卒

業の意味ではないかと思います。「達成」は卒業に結びつくと皆様も納得されるでしょう。では、どんな達成

でしょう。 

私は、プロ野球で時々話題になる「2000本安打達成」というのが、放送大学の卒業に似ていると思いま

す。「200勝達成」ではなくて、2000本安打です。安打１本１本は小さな貢献でしょう。勝利に結びつかな

いことも多いでしょう。何年もかけてそれを2000本積み上げたのです。本人は、2000本まで数えているので

しょうか。回りの人が数えていて、「2000本になりました、よく頑張りました」と気づかせてくれるのが

2000本安打達成のように思います。単位の積み重ねに似ていると思いませんか。 

 昨年も書きましたが、気づきという点では、次の気づきも大事です。卒業証書を手にしたある学生さん

が、「何を勉強したか、今振り返っても、何も思い出せない。卒業証書をもらってもいいのただろうか」と

思ったそうです。それと同時に、「放送大学での学習をしなかったとしたら、その自分と今の自分を比べれ

ば、何かが違う。それが何かは言葉にできないけれど、何かが違うことは確かだ」とも思ったそうです。何か

大事なものが宿ったことを気づかせてくれるのも、卒業の意味でしょう。 

2000本安打達成者は達成後も、2001本、2002本、・・・と積み重ねを続けます。卒業された皆様方も、

それぞれの形で学びを継続されることを願っています。 
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お礼の言葉 
                 卒業生代表 小野一也 

                 教養学部教養学科 心理と教育コース 

 

本日は、私たち卒業生のために、このように盛大な学位記授与式を挙行していただ

き、誠にありがとうございます。平山学習センター所長はじめ、ご臨席を賜りました皆様に、卒業生一同、心よ

り御礼申し上げます。 

 誠に恐縮ではございますが、私のことを少しお話しさせていただきます。家庭を持ってから、仕事、子育て、

度重なる親の看病、介護など自分の時間はほとんどありませんでした。数年前にやっと少し時間ができ、妻と一

緒に産業カウンセラー養成講座に通い、資格を取得しました。講座で学んだ心理学に興味を持ち、その学びを

もっと深めたいという思いで、平成26年4月に科目履修生として放送大学に入学しました。その年の9月には、

目標を「認定心理士」の資格取得と決め、全科履修生として２回目の入学をしました。当時、卒業するという意

識は全くなく、単位認定試験が土日のものを選択し、「目標達成までに何年かかるかな？」とのんびり構えてい

ました。同時に入学した妻は、4年間での卒業を目指しており、必然的に面接授業は私も一緒に受講しました。

山梨学習センターに留まらず、他県の学習センターに通うこともありました。 

 そんなある日、学習センターの職員の方に、「こんなに単位を取っているなら、卒業しなければ、もったいな

い。」と言っていただきました。働きながら夜間大学を卒業しておりましたので、放送大学の卒業までは目指さ

なくてもいいかなと思っておりました。しかし、確かにこんなに勉強しているのに、卒業しないのは「もったい

ない」と思うようになり、平成28年9月に編入生として、ついに3回目の入学をしました。数々の科目を履修

し、専門的な内容をより深く学ぶことができました。今回、卒業とともに、目標だった認定心理士の資格も取得

できました。 

学ぶことの楽しさや苦しさ、久しぶりに感じた達成感、面接授業での出会いなど、貴重な体験ができたことを考

えると、回り道も気になりませんでした。 

最近では、人生100年と言われています。これからの人生が楽しみです。50歳を過ぎてから始めたランニングで

体を鍛え、4月に結婚した娘へのプレゼントのつもりで始めたアルトサックスの練習で感性を磨き、定年退職ま

でのあと数年は仕事にも全力で取り組みたいと考えております。なにより、3月にみごと卒業した妻とともに、

引き続き放送大学で頭を鍛えたい。いつか、臨床心理学の分野を大学院修士課程で学びたいと夢は広がります。 

 結びになりますが、本日まで共に学んだ皆様、ご家族の皆様、放送大学の先生方、学習センター職員の皆様方

に心から感謝申し上げます。 

 放送大学並びに山梨学習センターのさらなるご発展と、ご臨席の皆様方のご健勝、ご活躍をお祈り申し上げ

て、卒業生代表のお礼の言葉とさせていただきます。 

 

入学生代表の言葉 
 
                 入学生代表 丸山純子 

                 教養学部教養学科 心理と教育コース 

 

 本日は私たち入学生のために「入学者の集い」を開催いただきましてありがとうございます。人生の先輩方を

前にして大変僭越ではございますが、入学生を代表してご挨拶申し上げます。 

 ここに集う入学生の皆様は年齢や環境、目標こそ違いますが、自らが学ぶ目的と学びたい気持ちを強く持って

いることと思います。私もその１人です。 

 私は高校の衛生看護科を卒業後２年過程の看護専門学校に進学しましたが、２年生の１１月に退学し、准看護

師として働き始めて１６年目をむかえました。その間に結婚・出産を経て、現在は小学生と保育園児の子育てを

しながら、家族や職場に支えられつつ勤務を続けています。 

 私はこの大学に「１６年前にやり残した宿題をしに帰ってきた」そんな心境です。 

 本来、通信制看護学校の単位履修では取得単位数が多い生活と福祉のコースを選択する方の方が多いと聞きま

す。しかし私は心理と教育コースを選択しました。それは看護の現場において心理学への理解の重要性を痛感し

ているからです。日々変わる制度や知識を一生かけてアップデートしていきたい、そんな思いもあり、このコー

スにしました。 

 卒業後の目標は個々に違いますが、学びたい気持ち、目的を持ち私たちは今ここにいます。時には心がくじけ

ることもあるかもしれませんが、ここにいる学生同士が互いに学び、高めあいながら、目標に向かい日々勉強に

励んでいこうと思っています。先生方をはじめ、センターの皆様、先輩の皆様方、ご支援、ご指導をよろしくお

願いいたします。 
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単 位 認 定 試 験 

【実施期間】 

通信指導の添削結果は、１２月末頃返送されます。択一式科目：１月8日（火）、記述式科目：１

月１７日（木）までに届かない場合は、放送大学本部｛ＴＥＬ：０４３－２７６－５１１１（総合

受付）｝に連絡してください。 

通信指導の合否結果は、添削結果と同時期に別便で送付される「単位認定試験通知（受験票）」

によって通知されます。 

大 学 院 ： 平成３１年１月２４日（木）、１月２６日（土） 

教養学部： 平成３１年１月２５日（金）、２７日（日）～２月２日（土） 

【通信指導添削結果】 

【単位認定試験通知（受験票）】 

●試験日の約１週間前までに｢単位認定試験通知（受験票）」が送付されます。 

●通信指導に合格した場合は、当該科目の試験日時、会場が記載されます。 

 単位認定試験の解答形式は、択一式、記述式、両者併用式があり、受験票送付時に｢単位認定  

 試験時間割」を同封し、お知らせします。 

●「単位認定試験受験に際しての注意事項」には、試験の際に印刷教材等の持込が認められる科目 

 等についても記載してありますので必ずご一読ください。 

【持参するもの】 

単位認定試験通知（受験票） 

「単位認定試験通知（受験票）」が１月１７日（木）になっても届かない場合、あるいは紛失した

場合は放送大学本部｛ＴＥＬ：０４３－２７６－５１１１（総合受付）｝に連絡してください。 

学生証 

顔写真が未登録の方は、出願票に添付された「写真票」または「学生生活の

栞」巻末様式12の写真票に所要事項をご記入の上、本部学生課入学・履修係

に提出していただくか、システムＷＡＫABAの｢学生カルテ｣から直接顔写真

の登録をお願いいたします。 

有効期限切れ学生証更新の場合は、古い学生証と交換で交付されます。 

全科履修生の有効期限は２年です。 

学生証を紛失した場合は、再発行を受けてください。（手数料５００円）試験当日は混み合います

ので、試験期間前に手続きを済ませてください。 

筆記用具 

ＨＢの黒鉛筆。（シャープペンシルは使用できません）  

消しゴム 

持込みが認められる印刷教材等 

学習センター掲示板とシステムWAKABA「キャンパスライフ→学内連絡」にて、試験の約１カ月

前に公表されます。また、受験票送付の際にもお知らせします。 
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【試験時間】 

【注意事項】 

【試験問題・解答の公表】 

【成績】 

●時限・科目ごとに座席を指定しています。 

 各受験室に科目ごとの座席が表示してありますので、それに従って着席してください。 

●再試験科目と、新規登録科目の受験日時が重なった場合には、どちらか1科目を選択してください。 

 その場合、選択した科目を前もって届け出る必要はありません。 

●昼食時や試験の合間は多目的室、１階及び２階の学生交流スペースをご利用ください。 

●不測の事態が生じた場合は、学習センターに必ずご連絡ください。  

 

※２月１日(金) および ２月３日(日) は、単位認定試験に伴う閉所日です。 

試 験 時 間 割 

１時限  ９：１５～１０：０５ 

２時限 １０：２５～１１：１５ 

３時限 １１：３５～１２：２５ 

 休憩（５０分） 

４時限 １３：１５～１４：０５ 

５時限 １４：２５～１５：１５ 

６時限 １５：３５～１６：２５ 

７時限 １６：４５～１７：３５ 

８時限 １７：５５～１８：４５ 

●試験時間は５０分です。 

●試験室には、試験開始の１０分前までに入室してください。 

●遅刻は試験開始後２０分まで入室を認めます。 

●試験開始から３０分経過後、終了5分前までは退出可能となり  

 ます。  

試験問題を持ち帰ることはできません。２学期の試験問題(一部を除く)は２月上旬、解答(一部を

除く)は２月下旬システムWAKABAに掲載、また、学習センターにて公表予定です。 

なお、学習センターにおいての問題、解答のコピーはできません。学習センター備え付けのパソ

コンから、データをUSBメモリ等にコピーすることや、閲覧用の試験問題をデジカメで撮影するこ

とはできます。 

閲覧期間は約１年間です。 

 成績の評価は、成績の優れている順に 

Ⓐ（１００～９０点）、A（８９～８０点）、B（７９～７０点）、C（６９～６０点）、 

Ｄ（５９～５０点）、 E（４９～０点）の６区分で行い、C以上が合格です。 

試験結果は、２月下旬に「成績通知書」によって通知されます。また、システムWAKABA 教務

情報 → 履修成績照会 でも確認できます。 

【再試験】 

 新規に科目登録した学期に単位修得できなかった場合、次の学期に学籍がある場合に限り（休学          

中の場合を除く）科目登録を行わなくても再試験を受験できます。 

●通信指導の答案未提出または添削結果が不合格の場合、次学期に通信指導問題が送付されます。 

●単位認定試験を欠席または不合格の場合、｢単位認定試験通知（受験票）」が送付されます。 

●再試験に係る授業料等はかかりません。 

 

科目登録した学期で在学期間が終了する方は、出願期間中に次の学期の入学出願を行い学籍を継

続すれば、再試験が受験できます。この場合の学費は、他に受講希望科目がなければ入学料のみで

す。 
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実 施 日 内 容 実 施 時 間 帯  

1日目  

1時限  9:50～11:20 授業 90分 

2時限 11:30～13:00 授業 90分 

 休憩（50分）  

3時限 13:50～15:20 授業 90分 

4時限 15:30～17:00 授業 90分 

2日目  

1時限  9:50～11:20 授業 90分 

2時限 11:30～13:00 授業 90分 

 休憩（50分）  

3時限 13:50～15:20 授業 90分 

4時限  
15:30～16:15 授業 45分 

16:15～17:00 試験・レポート等 45分 

山梨学習センター面接授業時間割  （2019年度～） 

２０１９年度第１学期より面接授業が変わります！ 
 

大学設置基準（文部科学省令）や文部科学大臣の諮問機関・中央教育審議会の答申において、

「試験の上単位を与えること」「評価に当たって客観性及び厳格性を確保すること」「講義時間に

試験の時間を含めないこと」「シラバスに受講前の準備学習等について記載すること」などが求め

られています。 

放送大学においても正規の大学としてこれらの要請に適切に対応するため、面接授業について以

下のとおり変更を行います。 

なお、山梨学習センターの面接授業時間割も次のとおり変更となります。 

（※時間割を変更して実施する科目がありますので、ご注意ください。） 

◆総実授業時間(６７５分)を確保するため、原則として１コマの授業時間が８５分 

から９０分（最後の８時限目は４５分）に変更となります。 

◆授業時間とは別に成績評定のための試験・レポート等＊の時間が設定されます。 

＊筆記試験、レポート、論文、口述試験、実技テスト、その他担当講師の指定する方法 

により実施されます。（シラバスに記載されているので、必ずご確認ください。） 

＊フィールドワーク等、一部の科目については試験・レポート等がない場合もあります。 

◆成績評価が放送授業、オンライン授業と同じく「合・否」から「Ａ ～Ｅ」の 

６段階に変更となります。 

◆シラバスに面接授業「受講前の準備学習等」について記載されます。 

 

[問い合わせ先：放送大学学園本部TEL 043-276-5111（代表）] 

面 接 授 業 



9 

次 学 期 の 準 備 

次学期に履修する科目を登録してください。 

継続入学･科目登録申請のため、対象者には大学本部より各要

項が届きます。出願および申請の際は、各要項および「学生生

活の栞」を必ず参照の上、間違いのないよう手続きをしてくだ

さい。 

【科目登録について】 

申 請 の 種 類 申 請 の 期 間 

システムWAKABAによる方法（面接授業含む） 
平成３１年２月１３日(水)〈9：００〉～ 

２月２８日(木)〈２４：００〉 

 科目登録申請票(郵便)による方法（面接授業含む） 平成３１年２月１３日(水)～２月２７日(水)〈私書箱必着〉  

＜平成３０年度２学期末で学籍が切れる方＞ 

 ●「継続入学用関連書類」が本部より送られてきます。 

 ●学習センターにある学生募集要項でも申請できます。 

 ●システムWAKABAのメニュー欄「継続入学申請」からも、継続出願ができます。 

 ●集団入学者または自主退学者に「継続入学用関連書類」は送付されません。 

＜次学期に学籍のある方＞ 

 ●１月中旬に『科目登録申請要項』が、本部より送られてきます。 

 ●科目登録申請開始の８日前になっても到着しない場合、あるいは紛失した場合は、放送大学

本部｛ＴＥＬ：０４３－２７６－５１１１（総合受付）｝に連絡してください。 

＜卒業見込みの方＞ 

 ●平成３０年度第２学期末で卒業見込みの方は、卒業判定の結果に備えて申請することができ

ます。科目登録申請した科目は、卒業とならなかった場合のみ登録決定され、卒業となった

場合には無効(卒業を優先し、科目登録は取り消し)となります。 

  ※授業料の納付については、卒業とならなかった場合のみに払込票が送付されます。 

 ●次学期に継続入学して再試験だけを受けたい場合は、「継続入学者用出願票」で、「今回は

再試験のためだけの出願である」に○印をしてください（科目登録は空欄のまま）。 

 ●卒業が決定した方で、引き続き学習する場合には、継続入学の手続きを別途してください。 

継続入学し学期当初から面接授業の登録を希望される方は平成31年2月13日(水)〈9：００〉

～2月28日(木)〈24：００〉にシステムWAKABAから出願してください。出願票を郵送された

場合および在学生の科目登録申請期間外に出願された場合、面接授業(学期当初)を登録できませ

ん。 

 出 願 方 法 出 願 期 間 

第１回 
システムWAKABA 平成３０年１２月１日(土)〈9：００〉～ 平成３１年２月２８日(木)〈２４：００〉 

郵送 平成３０年１２月１日(土) ～ 平成３１年２月２８日(木)〈私書箱必着〉 

システムWAKABA 平成３１年３月１日(金)〈9：００〉 ～ ３月１７日(日)〈２４：００〉 
第２回  

郵送 平成３１年３月１日(金) ～ ３月１７日(日)〈私書箱必着〉 
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事務室からのお知らせ 

【学生募集】 

学費納入日 印刷教材 
インターネットによる 

授業視聴 

面接授業の登録申請 

(入学学期当初) 

～3月16日 
原則として学期開始(4月

1日)までに届きます 

原則として学期開始(4月1日)

までに視聴を開始できます 

所定期間内の出願であ

れば申請できます 

3月17日～ 

4月6日 

学期開始(4月1日)以降に

届きます 

学期開始(4月1日)以降に視聴

できます 

申請できません 

 

学 生 募 集 期 間 

第1回 平成30年12月1日～平成31年 2月28日 

第2回 平成31年3月1日～平成31年3月17日 

山梨学習センター学習奨励賞受賞者 

  放送大学エキスパートの認証状を取得された方（敬称略) 

            氏   名    認 証 状 の 名 称          認証日 

   三 森 聡 子    心理学基礎、生命人間科学          2018. 8.31 

   藤 田 光 子  健康福祉運動指導者、地域貢献リーダー人材 2018. 9.30   
 

  山梨学習センター学習奨励賞の対象者には次の３種類があります。 

  １．複数コース(専攻を含む。)を卒業又はプログラムを修了した者 

  ２．科目群履修認証制度により認証状を取得した者(＝エキスパート) 

  ３．その他不断の努力により表彰に値すると所長が認めた者 

 

※エキスパートの詳細は、放送大学ホームページ・学習センターに配架されているパンフレットをご覧ください。 

●放送大学では2019年3月末をもって、ほぼ全国の学習センターで図書の館外貸出を停止します。 

●2019年4月からは本部の附属図書館から借りていただくことになります。 

●取り寄せた図書を所属学生に貸し出す取次業務は、引き続き行います。 

●無線LANの利用申請をする方は必ず受講し修了証を受けてください。申請時、修了証を学習セン 

 ターに提示してください。 

●既に無線LANアカウントを取得している方は、平成30年度末までに修了証を学習センターに提示し 

 てください。期日までに提示しなかった場合は、アカウントの利用ができなくなります。 

●研修方法：システムWAKABA→放送大学自己学習サイト→情報セキュリティ研修(学生用) 

お知り合いの方を紹介してください 

【学習センター所蔵図書の貸出停止】 

【情報セキュリティ研修】 

平成31年度台学期、教養学部および大学院の学生を募集しています。 

出願書類については、山梨学習センターまでお問い合わせください。 
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2019年1月～3月 スケジュール 

１月 2月 ３月 

１ 火 閉所日（元日） １ 金 閉所日 １ 金  

２ 水 閉所日（年始） ２ 土 単位認定試験（学部） 2 土 教員免許更新講習     
修了認定試験 

３ 木 閉所日（年始） ３ 日 閉所日 ３ 日 教員免許更新講習     
修了認定試験 

4 金  4 月 閉所日 4 月 閉所日 

5 土  5 火  5 火  

6 日  6 水  6 水  

7 月 閉所日 7 木  7 木  

8 火  8 金  8 金  

9 水  9 土  9 土  

10 木  10 日  10 日  

11 金  11 月 閉所日(建国記念の日) 11 月 閉所日 

12 土  12 火  12 火  

13 日  13 水 次学期科目登録開始 13 水  

14 月 閉所日（成人の日） 14 木  14 木  

15 火  15 金  15 金  

16 水  16 土  16 土  

17 木  17 日  17 日 次学期出願第２回締切 

18 金  18 月 閉所日 18 月 閉所日 

19 土 駐車場使用不可※ 19 火  19 火  

20 日 駐車場使用不可※ 20 水  20 水  

21 月 閉所日 21 木  21 木 閉所日（春分の日） 

22 火  22 金  22 金  

23 水  23 土  23 土 学位記授与式(NHKﾎｰﾙ) 

24 木 単位認定試験（大学院 
・看護再試） 24 日  24 日  

25 金 単位認定試験（学部） 25 月 閉所日 25 月 閉所日 

26 土 単位認定試験（大学院) 26 火  26 火  

27 日 単位認定試験（学部） 27 水 次学期科目登録締切     
(郵送)私書箱必着 27 水  

28 月 閉所日 28 木 同(Web)24:00まで    
次学期出願第１回締切 28 木  

29 火 単位認定試験（学部）    29 金 視聴学習・図書室閉室 

30 水 単位認定試験（学部）    30 土  

31 木 単位認定試験（学部）    31 日  

※1月19日(土)～20日(日)は大学入試センター試験のため山梨大学の駐車場を利用できません。 


